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ス J (politics) とでも呼ぶべき多元的な葛藤的・政治的過程として把握できる。
このようにさまざまな関係性が複雑に織りなす重層的な「パワー」の関係を、成人教育実践に
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即して位置づけたのがセルベロとウィルソン CCervero & Wilson) である。彼らは、成人学習

















また、 NPO 実践者のライフストーリーは、障害や NPO をめぐる日常的な権力関係の力動と、
それに抗する成人個人の学習の過程を明らかにしている。複数の実践コミュニティに積極的に参
加することで自己をとりまく権力作用の力学に抵抗しアイデンティティ形成していく過程を分析
している。そして学習活動がこうした権力作用にたいする抵抗の軸となっていることを提示して
いる。
以上、本研究では、成人の学習過程における「パワー」を理論的・実証的に分析することで、
成人の学習には権力関係が多元的・重層的に作用しており、それは日常的に交渉される葛藤的な
過程であることを明らかにした。こうした視角は、従来の成人学習論研究、さらに学習過程にお
ける権力研究にたいして重要な提起となる。学習過程は権力関係によって影響を与えられている
と同時に、成人の学習それ自体も権力関係に影響を与えている。成人の学習過程と権力関係とに
は相互関係がある。このように成人の学習過程を「パワー」を軸に分析し、日常的に「パワー」
がせめぎあう葛藤的過程のなかに成人のアイデンティティ形成と力量形成を描写する本研究の試
みは、エン「パワー」メントを目標とする成人学習論の理論と実践に大いに寄与するだろう。
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〈論文審査の結果の要旨〉
従来、社会教育研究・成人教育研究は、その歴史的研究、政策的・制度的分析や実態・実践報
告に関する研究が中心であった。学習論といえる研究も、学習内容論や主体論に焦点がしぼられ、
欧米の学習論とは異なる問題関心のもとに研究が重ねられてきた。本研究は心理学的学習論とも
異なる社会学的視点からのはじめての本格的な学習論研究として位置づけられる。成人の学習過
程に作用する「パワー」を学習論的に解明しようとする本論文の課題は、社会教育研究・成人教
育研究に新しい課題を切り拓くものとしてその学術的意義は大きい。
本論文の研究の意義として、次の三つの点を指摘できる。
第 1 に、学習論を論じる際に、その学習過程に作用するパワーに問題の焦点を絞り、しかも、
マルクス主義的な権力観から成人の学習に作用する階級的な葛藤関係に解消する立場を脱し、近
年における権力・パワー研究の成果を成人の学習過程の分析に適用することに成功している点で
ある。その理論的検討は堅実であり、変容理論、状況学習論の理論的限界をも克服する新しい理
論的視点を提示することに成功している。こうした視角は、従来の成人学習論研究、さらに学習
過程における権力研究にたいして重要な提起となる。
第 2 に、本論文の実証的分析では、成人の学習過程を「パワー」を軸に分析し、制度による、
組織間の、そして組織内のメンバ一同士の相互関係のなかに、権力関係が多元的・重層的に作用
しており、それは日常的に交渉される葛藤的な過程であることを明らかにしている。日常的に「パ
ワー」がせめぎあう葛藤的過程を描き出し、しかもそれが成人のアイデンティティ形成と力量形
成を規定するパワーとなることを実証的に示している。こうした本論文の試みは、エンパワーメ
ントを目標とする成人学習論における成人教育者たちの実践に大いに寄与するものといえる。
第 3 に、こうした本論文の研究成果は、従来欧米を中心に展開されてきた固体主義的学習論、
心理学的学習論に対する本論文の理論的立場の独創性を示すものであり、これらの諸理論に対す
るラデイカルな批判ともなっている。つまり、内外の学習論的研究の水準を超えて新しい研究課
題を示すとともに、その研究成果もきわめて高く評価することができる。
しかし、課題も残されている。本論文の実証は、 NPO などの社会的実践と学びにおけるパワー
にその分析が限定されており、講座やワークショップなど学習そのものを課題とする学習過程の
実証的分析が残されている。また、欧米成人教育の学習論の理論的検討もまだ対象が限られ、や
や表面的な整理にとどまっている分析も散見される。とはいえ、内外の先行研究の動向を的確に
踏まえ、焦点のよく絞られた論点をめぐり理論的・実証的な解明を試みた本研究は、成人教育研
究として独創的であり、また先駆的な学術的価値は大きい。
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よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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